
運用報告書（全体版）

ファンドの仕組みは、以下のとおりです。

ファンド形態 ケイマン籍オープン・エンド契約型外国投資信託／追加型

信 託 期 間
2020年 3 月23日（運用開始日）から2025年 1 月31日まで
管理会社と受託会社と協議の上合意した日まで存続期間の延長
を行う場合があります。

繰 上 償 還

運 用 方 針

主要投資対象
ファンド マン・エーエイチエル・アクティブ・

バランスド（Ⅰクラス）

投資対象ファンド 世界各国の株価指数先物、債券先物等

ファンドの
運 用 方 法

主な投資制限 ・投資対象ファンドを除き、いかなる株式にも投資しません。
・有価証券の空売りを行いません。

分 配 方 針

ケイマン籍オープン・エンド契約型外国投資信託／追加型

外貨建てマンAHLスマート・
レバレッジ戦略ファンド

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－

米ドル・コース
（愛称：スマレバUSD）

管理会社
クレディ・スイス・マネジメント

（ケイマン）リミテッド
代行協会員

クレディ・スイス証券株式会社

受益者のみなさまへ

作成対象期間：第 3 期
（2022年 2 月 1 日～2023年 1 月31日）

　毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上
げます。
　さて、外貨建てマンAHLスマート・レバレッ
ジ戦略ファンド（以下「ファンド」といいま
す。）は、このたび、第 3 期の決算を行いました。
　ファンドの投資目的は、独自の数量モデルを活
用して、（とりわけ）世界各国の株価指数先物お
よび債券先物に投資するマン・エーエイチエル・
アクティブ・バランスド（Ⅰクラス）（以下「投
資対象ファンド」といいます。）にファンドの資
産をおおむね全て投資することにより、資本の成
長を生み出すことです。当作成対象期間につきま
して、それに沿った運用を行いました。ここに、
運用状況をご報告申し上げます。
　今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願
い申し上げます。

以下の事由のいずれかが発生した場合、ファンドは終了するこ
とがあります。
1.ファンドの継続もしくはファンドの他の法域への移動が違
法となった、または受託会社の意見において、実行不可
能、不適当もしくはファンドの受益者の利益に反する場合

2. ファンド受益者がファンド決議で終了を決定した場合
3.基本信託証書の締結日に開始し当該日付の150年後に終了す
る期間が終了した場合

4.受託会社が退任の意向を書面で通知した、または受託会社
が強制的もしくは自主的に清算することになった際に、管
理会社がかかる通知もしくは清算後90暦日以内に受託会社
の後任を任命できないもしくは受託会社の後任として就任
する準備のできている他の企業の任命を確保できない場合

5. 管理会社が退任の意向を書面で通知した、または管理会社
が強制的もしくは自主的に清算することになった際に、受
託会社がかかる通知もしくは清算の開始後90暦日以内に管
理会社の後任を任命できないもしくは管理会社の後任とし
て就任する準備のできている他の企業の任命を確保できな
い場合

6. ファンドに関係する補足信託証書または附属書類で予期さ
れる日付が到来したまたは状況が生じた場合

また、以下の強制買戻事由が発生した場合、各受益証券は、強
制的に買い戻されます。
（i）いずれかの評価日＊の米ドル・コースの受益証券に帰する

純資産総額が、1, 000, 000米ドルもしくはそれ以下であ
り、その評価日またはそれ以後に管理会社が全ての受益証
券は全ての受益者に通知を行うことで強制的に買戻しを行
うべきと決定した場合

（ii）投資対象ファンドの投資証券が強制償還されたときに、管
理会社が、受託会社と協議の上、管理会社の判断する口数
の当該クラスの受益証券を強制的に買い戻すことを決定し
た場合

（iii）受託会社および管理会社が、全ての受益証券は強制的に
買戻しを行うべきと同意した場合

また、以下の事由が発生した場合にもファンドは終了すること
があります。
・ファンドが投資対象とする投資対象ファンドの投資対象シェ
アクラスの投資証券が発行されなくなった場合

＊「評価日」とは、各ファンド営業日またはファンドについて
管理会社が随時決定するその他の日をいいます。

世界各国の株価指数先物、債券先物等に投資を行い信託財産の
成長を目指して運用を行います。

・投資対象ファンドを高位に組み入れます。
・ファンド・オブ・ファンズ方式で運用を行います。
・投資対象ファンドにおいては、独自の数量モデルを活用して
ポジションを構築し、目標ボラティリティ水準を維持します。

原則として、インカム等収益および売買益等から、管理会社が
ファンドの受益証券1口当たり純資産価格の水準等を勘案して
分配金額を決定します。ただし、管理会社の判断により分配を
行わないことがあります。また、投資元本の一部から収益の分
配を行う場合があります。将来の分配金の支払およびその金額
について示唆、保証するものではありません。
※資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができ
ない場合があります。
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Ⅰ 当期の運用の経過および今後の運用方針

■当期の 1口当たり純資産価格等の推移について

（注 1 ）これまで分配金の支払実績はないため、分配金再投資 1 口当たり純資産価格は受益証券の 1 口当たり純資産価格と等しくなります。
（注 2 ）分配金再投資 1 口当たり純資産価格は、税引前の分配金をファンドへ再投資したとみなして算出したもので、ファンド運用の実質的なパ

フォーマンスを示すものです。また、分配金再投資１口当たり純資産価格は、受益証券１口当たりの当初発行価格（100. 00米ドル）を起点と
して計算しています。

（注 3 ）騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。以下同じです。
（注 4 ） ファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注 5 ）ファンドにベンチマークは設定されていません。

0

20

10

40

30

50

60

80

90

100

110

120

140

130

（米ドル）

1 口当たり純資産価格（左軸）
分配金再投資 1 口当たり純資産価格（左軸）
純資産総額（右軸）

（百万米ドル）

2022年
 2月1日

2022年
 5月1日

2022年
 8月1日

2022年
  11月1日

2023年
1月31日

第 3期末の 1口当たり純資産価格

騰落率
93. 82米ドル

第 2期末の 1口当たり純資産価格
108. 55米ドル

－13. 6%



2

■ 1口当たり純資産価格（基準価額）の主な変動要因

■分配金について

　該当事項はありません。

■投資環境について

■ポートフォリオについて

　○ファンドについて
　作成期を通じてマン・エーエイチエル・アクティブ・バランスド（Ⅰクラス）を高位に組み入れました。

　○投資対象ファンドについて

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄

■今後の運用方針

○ファンドについて
　引き続き世界各国の株価指数先物、債券先物等に投資を行い、信託財産の成長を目指します。

○投資対象ファンドについて

　当期間、ファンドは債券および株式から損失が発生し、マイナスのリターンとなりました。債券では米国債（10年）、
ドイツ国債（10年）、英国債（10年）が主要なマイナス要因となり、株式ではS&P500指数、ナスダック100指数、スイス
市場指数が主要なマイナス要因となりました。

　当期間、根強いインフレ圧力を抑制しようとする主要中央銀行の動きと、世界経済成長の減速懸念などのマクロ要因
が市場に大きな影響を及ぼし、グローバルで継続的な利上げが実施されたほか、グローバル株式市場は下落が継続しま
した。

　当期間、ファンドのエクスポージャーはグローバルな金利の上昇および株式の下落に合わせてエクスポージャーを
大幅に縮小し、2022年10月末には48％までエクスポージャーを縮小しました。その後、11月からは債券と株式の市場の
正常化を背景にエクスポージャーを拡大させ、2023年１月末時点で138％までポジションを回復させました。

　当期末現在における有価証券の主な銘柄については、後記「Ⅲ. ファンドの経理状況 1  財務諸表（ 3）投資有価証券明細
表等」をご参照ください。

　ファンドはシステムを活用したクオンツ運用であるため、それぞれプラスの期待値となるモデルを引き続き活用した運
用を行います。また、既存のモデルの改良や新規モデルに対しても幅広く研究開発を行っており、モデルの有効性を慎重
に検証しつつ導入していく予定です。
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■費用の明細

項　　　目 項目の概要

実質的な費用

管理報酬等（注1）

内

　
　
　
訳

報酬代行会社報酬 年率0. 12%（注 2） 管理会社報酬等の支払い代行業務

管理会社報酬 年間5, 000米ドル ファンドの資産の運用・管理、受益証券の発行・買戻し業務

受託会社報酬 年間10, 000米ドル ファンドの受託業務

管理会社代行
サービス会社報酬 年率0. 20% ファンドの管理会社代行サービス業務

投資運用会社報酬 年率0. 15％ ファンドの資産運用業務

代行協会員報酬 年率0. 01％ 受益証券の基準価額の公表業務、目論見書、決算報告書等の日本にお
ける販売会社への交付業務等

管理事務代行報酬 年率0. 08%（上限）（注3） ファンドの登録・名義書換代行業務、管理事務代行業務

販売報酬 年率0. 75% 受益証券の販売・買戻し業務、運用報告書等各種書類の送付、口座内
でのファンド管理

投資対象ファンドの受益証券

その他の費用・手数料（注4） 年率0. 32% 設立費用、監査報酬、目論見書の印刷費用、信託財産の処理に関する
費用、設定後の法務関連費用、信託財産にかかる租税等

（注１）設定日から起算して66ファンド営業日目の翌日以降において、前ファンド営業日における過去65ファンド営業日間の分配金再投資 1口当たり純資産価格の騰落率が 2 %
未満である場合の管理報酬等は以下となります。

投資対象ファンドの投資証券で発生する費用を含めた、ファンドの資産から支払われる実質的な費用
は年率1. 76% ～2. 26％程度となります。
（注）2023年 1 月31日現在。今後この数値は見直される場合があります。
（注）管理事務代行報酬に最低報酬金額が設定されているため、純資産総額によっては上回ることがあ

ります。

ファンドの資産から支払われる管理報酬等の総報酬は、純資産総額の年率1. 31％以内です。
（注）管理事務代行報酬に最低報酬金額が設定されているため、純資産総額によっては上回ることがあ

ります。

投資対象ファンドの受益証券に対して、年率1. 09％以内（2023年 1 月31日現在：0. 95％程度）の費用
がかかります。
（注） 今後この数値は見直される場合があります。
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項　　　目 項目の概要

管理報酬等

内

　
　
　
訳

報酬代行会社報酬 年率0. 12%（注 2） 管理会社報酬等の支払い代行業務

管理会社報酬 年間5, 000米ドル ファンドの資産の運用・管理、受益証券の発行・買戻し業務

受託会社報酬 年間10, 000米ドル ファンドの受託業務

管理会社代行
サービス会社報酬 年率0. 05% ファンドの管理会社代行サービス業務

投資運用会社報酬 年率0. 15％ ファンドの資産運用業務

代行協会員報酬 年率0. 01％ 受益証券の基準価額の公表業務、目論見書、決算報告書等の日本におけ
る販売会社への交付業務等

管理事務代行報酬 年率0. 08%（上限）（注3） ファンドの登録・名義書換代行業務、管理事務代行業務

販売報酬 年率0. 40% 受益証券の販売・買戻し業務、運用報告書等各種書類の送付、口座内で
のファンド管理

（注２）管理会社報酬は年間5, 000米ドル、受託会社報酬は年間10, 000米ドルであり、年率0. 12％の報酬代行会社報酬から支弁されます。
（注３）管理事務代行報酬は、ファンドの純資産価格の①2. 5億米ドル以下に対して年率0. 08％、②2. 5億米ドル超 5億米ドル以下に対して年率0. 07%、③ 5億米ドル超に対し

て年率0. 06％となります。また、管理事務代行報酬は最低年換算84, 000米ドル（設定日から当初 6ヵ月間は最低年換算42, 000米ドル）の最低固定報酬がかかります。
また、 3コース以上になった場合、 3コース目以降は 1コース増加毎に年換算6, 000米ドルが最低固定報酬に追加されます（2023年 1 月31日現在はかかりません）。

（注４）「その他の費用・手数料（当期）」には運用状況等により変動するものや実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をファンドの当期末の純資
産総額で除して100を乗じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。

（注５）各項目の費用は、ファンドが組み入れている投資対象ファンドの費用を含みません。

ファンドの資産から支払われる管理報酬等の総報酬は、純資産総額の年率0. 81％以内です。
（注）管理事務代行報酬に最低報酬金額が設定されているため、純資産総額によっては上回ることがあ

ります。



55

1. 純資産の推移
　各会計年度末および第 3会計年度中における各月末の純資産の推移は、以下のとおりです。

純資産総額 1 口当たり純資産価格
米ドル 円（千円） 米ドル 円

第 1会計年度
（2021年 1 月31日）
第 2会計年度末
（2022年 1 月31日）
第 3会計年度末
（2023年 1 月31日）
2022年 2 月末日

3月末日
4月末日
5月末日
6月末日
7月末日
8月末日
9月末日
10月末日
11月末日
12月末日

2023年 1 月末日

2. 分配の推移

該当事項はありません。

60, 869, 252. 54

38, 029, 521. 69

47, 523, 171. 39

36, 517, 116. 92
33, 336, 484. 89 
29, 695, 640. 04 
29, 067, 085. 30 
26, 103, 233. 33   
26, 626, 721. 07   
22, 930, 597. 84   
49, 514, 585. 02
48, 437, 594. 04
47, 446, 142. 47
45, 307, 590. 16
47, 523, 171. 39

8, 507, 695

5, 315, 386

6, 642, 314

5, 103, 997
4, 659, 440
4, 150, 560
4, 062, 707
3, 648, 449
3, 721, 617
3, 205, 010
6, 920, 654
6, 770, 123
6, 631, 547
6, 332, 642
6, 642, 314

108. 04

108. 55

93. 82

106. 53
103. 87
98. 71
99. 11
93. 36
97. 08
92. 90
88. 91
89. 81
91. 89
89. 14
93. 82

15, 101

15, 172

13, 113

14, 890
14, 518
13, 797
13, 853
13, 049
13, 569
12, 985
12, 427
12, 553
12, 843
12, 459
13, 113

（注 1）上記「純資産総額」および「 1口当たり純資産価格」の数値は、評価日付で公表された純資産総額および 1口当たり純資産価格を記載してお
り、財務書類の数値と異なる場合があります。

（注 2）米ドルの円貨換算は、便宜上、2023年 5 月31日現在における株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（ 1米ドル＝139. 77円）に
よります。



3. 販売及び買戻しの実績

下記会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記会計年度末日現在の発行済口数は、以下のとおりです。

販売口数 買戻口数 発行済口数
第 1会計年度

（2020年 3 月23日～ 2021年 1 月末日）
717, 154

（717, 154）
153, 781

（153, 781）
563, 373

（563, 373）

第 2会計年度
（2021年 2 月 1 日～ 2022年 1 月末日）

96, 493
（96, 493）

309, 527
（309, 527）

350, 339
（350, 339）

第 3会計年度
（2022年 2 月 1 日～ 2023年 1 月末日）

329, 475
（329, 475）

173, 273
（173, 273）

506, 541
（506, 541）

（注）（　）の数字は本邦内における販売、買戻しおよび発行済口数です。
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Ⅲ ファンドの経理状況

ａ．ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、国際財務報告基準に準拠して作成された原文の財務書類を翻訳したもの
です（ただし、円換算部分を除きます。）。これは「特定有価証券の内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸
表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」第131条第 5 項ただし書の規定の適用によるものです。

ｂ．ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第 1 条の 3 第 7 項に規定する外
国監査法人等をいいます。）であるケーピーエムジー ケイマン諸島から監査証明に相当すると認められる証明を受けてお
り、当該監査証明に相当すると認められる証明に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含みます。）が当該財務書類に
添付されています。

ｃ．ファンドの原文の財務書類は米ドルで表示されています。日本文の財務書類には、主要な金額について円換算額が併記さ
れています。日本円への換算には、2023年 5 月31日現在の株式会社三菱ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（ 1 米ド
ル＝139. 77円）が使用されています。なお、千円未満の金額は四捨五入されています。
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Ⅳ お知らせ

　該当事項はありません。
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